
序

愛
生
館
は
、
初
代
陸
軍
軍
医
総
監
松
本
順
（
一
八
三
二
’
一
九
○
七
）
が
自
ら
顧
問
と
し
て
事
業
に
携
わ
っ
た
上
、
取
り
扱
っ
た
売
薬
及
び
衛

生
害
が
彼
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
特
性
を
有
し
て
お
り
、
松
本
順
を
追
究
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
か
つ
不
可
欠
の
論
題
で
あ

（
１
）

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
こ
れ
に
関
す
る
研
究
文
献
は
殊
の
外
少
な
く
、
未
開
拓
の
分
野
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）

筆
者
は
、
新
出
の
未
刊
史
料
川
口
家
文
書
の
調
査
を
通
じ
、
愛
生
館
の
設
立
・
役
員
構
成
及
び
第
一
支
部
雷
鳴
堂
の
設
立
・
業
務
を
中
心
と

（
３
）
（
４
）

し
た
報
告
と
、
事
業
拡
張
の
一
手
段
と
し
て
の
新
聞
広
告
及
び
取
り
扱
っ
た
売
薬
の
分
類
と
そ
の
請
売
規
定
等
に
関
す
る
報
告
を
既
に
行
っ
て

き
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
披
見
・
蒐
集
し
得
た
史
料
を
も
用
い
て
、
愛
生
館
の
機
構
に
つ
い
て
〔
図
１
〕
に
整
理
し
た
の
で
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
小
察
を
試
み
た
い
。

一
愛
生
館
の
館
業

本
論
に
入
る
前
に
、
愛
生
館
の
事
業
（
以
下
、
館
業
と
称
す
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

（
Ｆ
Ｏ
）

ま
ず
、
愛
生
館
の
基
礎
と
な
る
条
規
二
十
五
条
を
定
め
た
『
愛
生
館
規
約
』
か
ら
館
業
を
示
し
た
条
項
を
求
め
て
染
る
と
、

第
一
条
本
館
〈
療
病
ノ
為
メ
必
用
ナ
ル
諸
般
ノ
薬
剤
ヲ
製
造
シ
テ
発
売
ナ
シ
、
山
間
僻
地
ノ
者
一
一
至
ル
マ
デ
天
折
長
病
ノ
患
ヲ
為
ス
者

愛
生
館
の
機
構
に
つ
い
て
二
）

配
稚
奉
樫
程
癖
蓋
壷
一
存
踏
誇
病
昭
和
五
十
八
年
九
月
十
七
日
受
付

沼
倉
延
幸

（41）41



世
上
の
有
様
を
見
る
に
、
病
あ
る
も
医
師
を
招
て
治
術
を
托
す
る
の
容
易
な
ら
ざ
る
が
為
め
、
動
も
す
れ
ば
之
を
其
初
に
怠
り
て
軽
易
の

（
８
）

病
を
不
治
の
大
患
と
な
ら
し
む
る
例
少
か
ら
ざ
る
に
似
た
り

と
の
状
況
（
高
松
は
こ
れ
を
医
師
不
足
が
原
因
と
し
て
い
る
）
の
改
善
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
実
行
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
殊
に
早
期
治
療

（
９
）

に
お
け
る
売
薬
の
有
効
性
を
説
い
て
い
る
。
一
方
、
高
松
は
、
愛
生
館
の
設
立
以
前
か
ら
、
神
仏
二
道
の
教
法
の
拡
張
と
道
徳
・
義
勇
の
奨
励

（
、
）

に
努
め
、
そ
の
一
貫
と
し
て
弘
通
社
及
び
相
愛
会
を
設
け
て
い
た
人
物
で
あ
っ
て
、
愛
生
館
を
開
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、

本
館
を
設
立
し
て
其
薬
剤
を
発
売
し
以
て
天
下
に
普
か
ら
し
め
て
、
希
く
〈
其
国
民
を
救
ふ
の
素
志
を
貫
て
国
恩
に
報
す
る
の
一
端
を
為

さ
ん
と
せ
り
（
中
略
）
切
に
望
む
ら
く
ハ
世
の
神
職
僧
侶
教
導
に
従
ふ
諸
君
よ
、
本
館
の
業
〈
世
の
営
利
を
の
象
事
と
す
る
者
と
大
に
異

（
マ
マ
）

な
り
、
一
つ
に
〈
天
下
人
民
の
大
不
幸
を
救
ひ
、
一
つ
に
〈
我
国
の
教
導
の
根
抵
を
厚
う
す
る
の
道
た
る
こ
と
に
し
て
、
進
ん
で
負
担
売

第
二
条
本
館
ハ
松
本
順
先
生
ガ
方
剤
ナ
ル
諸
薬
並
一
一
治
療
言
ヲ
発
売
シ
テ
、
民
間
治
療
ノ
方
法
ノ
完
全
ナ
ラ
ン
可
ヲ
要
ス

と
あ
る
。
即
ち
、
松
本
順
の
処
方
に
か
か
る
売
薬
と
衛
生
書
の
発
売
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
山
間
僻
地
の
者
に
至
る
ま
で
普
及
さ
せ
、
民
間
に

お
け
る
衛
生
・
早
期
治
療
の
便
益
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
館
業
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
売
薬
は
、
設
立
当
初
か
ら
「
薬
剤
三
十

（
６
）

六
方
」
と
し
て
発
売
さ
れ
、
徐
々
に
新
薬
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
効
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
衛
生
書
と
し
て
は

『
民
間
治
療
法
』
「
通
俗
民
間
治
療
法
』
等
が
あ
り
、
売
薬
を
用
い
る
際
に
こ
れ
ら
の
衛
生
書
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
が
高
ま
る
よ
う

に
図
ら
れ
、
自
己
健
康
管
理
を
促
す
こ
と
も
加
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
売
薬
と
衛
生
害
が
い
ず
れ
も
松
本
順
に
委
ね
ら
れ
た
衛
生
事
業
を
行

っ
た
と
こ
ろ
に
、
愛
生
館
の
大
き
な
特
色
が
あ
る
。

さ
て
、
愛
生
館
の
設
立
は
、
館
主
高
松
保
郎
（
一
八
三
八
’
一
八
九
三
）
の
民
間
医
療
観
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
そ
の
設
立
の
経
緯
に

（
７
）

つ
い
て
は
こ
こ
で
詳
述
し
な
い
が
、

世
上
の
有
様
を
見
る
に
、
病
圭（

、
）

弘
の
任
に
当
ら
ん
こ
と
を
祈
る

ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
「
‐
ヲ
図
ル
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と
説
く
と
こ
ろ
か
ら
、
患
者
の
病
を
救
う
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
に
尽
く
さ
ん
と
す
る
こ
と
と
、
神
仏
二
道
を
弘
め
る
に
は
宗
教
関
係
者
が
民
間

医
療
に
心
を
傾
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
の
二
点
が
、
高
松
の
理
念
と
し
て
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
か
く
し
て
高
松
が
売

薬
業
に
就
く
意
を
決
し
た
の
は
明
治
二
十
年
で
あ
っ
て
、
松
本
順
を
訪
ね
て
賛
助
の
快
諾
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
明
治
二
十
一
年
に
愛
生
館

（
吃
）

を
設
立
す
る
に
至
っ
た
。

（
蝿
）

ま
た
、
愛
生
館
の
請
売
規
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
東
京
市
神
田
区
駿
河
台
北
甲
賀
町
三
番
地
」
に
置
か
れ
た
本
館
か
ら
、
各
地
の
支
部
・

諸
売
人
等
へ
売
薬
と
衛
生
書
を
販
売
・
普
及
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
高
松
保
郎
と
松
本
順
の
構
想
を
い
か
に
遂
行
せ
ん
と

し
た
か
が
表
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
愛
生
館
の
性
格
を
知
る
上
に
お
い
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
史
料
調
査
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
請
売
規
定

（
理
）

①
「
治
療
法
並
諸
薬
請
売
概
則
」
「
製
薬
請
売
定
規
」
（
「
請
願
書
」
合
綴
冊
子
、
明
治
二
十
一
年
）

（
鵡
）

⑨
「
薬
剤
請
売
略
規
則
」
（
『
愛
生
館
薬
剤
及
書
籍
発
売
広
告
』
所
収
、
明
治
二
十
二
年
）

③
「
薬
剤
請
売
規
定
」
（
高
松
保
郎
『
愛
生
館
設
立
説
明
書
』
所
収
、
明
治
二
十
三
年
）

の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
館
と
請
売
人
と
の
手
続
き
や
業
務
負
担
、
薬
剤
の
割
引
・
送
付
等
に
関
す
る
条
項
が
あ
り
、
右
三
点
は

設
立
当
初
か
ら
ほ
ぼ
一
年
お
き
で
あ
る
た
め
、
順
を
追
っ
て
条
項
の
改
正
・
加
除
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
貫
し
て
請

売
規
定
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
施
薬
に
つ
い
て
の
条
項
で
あ
る
。
即
ち
、
①
ｌ
③
共
に
、

地
方
の
貧
民
が
病
あ
る
も
薬
剤
を
購
ふ
べ
き
力
な
き
者
あ
る
こ
と
を
憐
ん
で
施
薬
せ
ら
れ
ん
と
望
む
時
〈
、
本
館
は
愛
生
の
主
義
を
弘
む

る
が
為
め
、
其
定
価
の
半
額
を
以
て
薬
剤
を
御
渡
し
申
べ
き
に
依
り
（
下
略
）

と
あ
り
、
薬
剤
を
購
入
し
得
な
い
窮
乏
民
（
患
者
）
に
対
し
て
の
施
薬
を
促
し
、
本
館
が
便
宜
を
図
る
旨
が
述
ゞ
へ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
③

に
お
い
て
は
、
請
売
人
が
こ
う
し
た
窮
乏
民
を
見
出
し
た
時
に
、

早
速
に
薬
剤
施
与
相
成
り
置
き
、
町
村
長
の
請
取
書
を
請
て
該
書
を
封
じ
当
館
へ
御
申
出
下
さ
る
べ
し
、
然
ら
ば
右
薬
剤
は
速
に
御
廻
し

は
、
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申
す
べ
し

（
略
）

と
の
方
策
を
も
示
し
て
い
る
。
但
し
、
管
見
で
は
、
災
害
時
に
被
災
地
へ
施
薬
を
行
っ
た
と
す
る
高
松
の
伝
記
以
外
は
見
出
し
得
ず
、
ま
た

（
Ⅳ
）

『
通
俗
民
間
治
療
法
』
『
衛
生
の
心
得
』
等
の
施
本
に
つ
い
て
は
確
認
し
た
が
、
平
時
或
い
は
災
害
時
等
の
施
薬
に
関
す
る
具
体
的
な
把
握
は
、

今
後
の
史
料
蒐
集
・
検
討
に
待
ち
た
い
。
し
か
し
、
か
か
る
条
項
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
単
に
営
業
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
な
く
、

あ
く
ま
で
愛
生
館
の
売
薬
・
衛
生
書
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
の
衛
生
・
治
療
に
便
益
を
図
ろ
う
と
す
る
愛
生
館
の
衛
生
事
業
の

性
格
が
如
実
に
表
れ
て
お
り
、
高
松
保
郎
と
松
本
順
の
民
間
医
療
に
対
す
る
理
念
の
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

館
業
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
以
上
に
と
ど
め
、
本
論
で
あ
る
愛
生
館
の
機
構
に
つ
い
て
以
下
に
整
理
・
小

察
を
試
み
た
い
。二

愛
生
館
本
館
の
機
構

は
じ
め
に
、
本
館
の
機
構
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
〔
図
１
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
ず
、
個
々
の
役
員
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、

館
主
・
館
長
（
一
人
）
…
…
事
務
の
統
轄
、
幹
事
以
上
の
重
役
の
選
任
、
館
業
の
拡
張
。

顧
問
（
一
人
）
：
．
：
．
館
業
一
切
の
顧
問
と
し
て
各
々
を
注
意
指
教
、
重
役
の
選
任
。

監
督
（
一
人
）
・
…
：
役
員
の
勤
惰
・
金
銭
出
納
の
監
査
。

理
事
（
三
人
）
：
．
：
館
長
の
参
事
員
（
諸
交
際
及
び
館
業
の
拡
張
）
。

幹
事
（
三
人
）
：
…
・
販
売
・
庶
務
・
会
計
の
三
部
の
長
。

薬
剤
長
（
一
人
）
…
…
薬
剤
部
の
長
と
し
て
、
手
代
・
薬
生
の
指
揮
。

手
代
（
数
人
）

祐
輔
（
二
人
）
・
・
…
・
館
長
の
補
助
。
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、
‐
Ｉ
愛
生
館
本
館

；
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
重
役
‐
１
－
１
１
１
‐
，
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
，
１
，
Ｊ

一一－------‐一---------一・一一一一一一-'一
I

一
ｌ
秋
山
愛
生
館
（
秋
山
康
之
進
）
〈
北
潅

－
１
愛
寿
堂
〈
愛
知
・
三
一
重
・
岐
阜
・
滋
加

一
‐
西
川
商
店
（
Ⅱ
愛
寿
堂
ヵ
）
Ｉ

ｌ
ｌ
済
民
堂
（
渡
辺
平
治
）
〈
熊
本
〉
ｌ

｜
ｌ
近
藤
信
夫
（
福
岡
県
大
川
町
）
１

－
１
威
亨
堂
（
永
田
義
原
、
東
京
市
四
谷
）

｜
ｌ
秋
山
愛
生
館
（
秋
山
康
之
進
）
〈
北
海
道
〉
１
１
上

－
１
愛
寿
堂
〈
愛
知
・
三
一
重
・
岐
阜
・
滋
賀
・
福
井
〉
ｌ

｜
ｌ
西
川
商
店
（
Ⅱ
愛
寿
堂
ヵ
）

’
１
済
民
堂
（
渡
辺
平
治
）
〈
熊
本
〉

｜
ｌ
近
藤
信
夫
（
福
岡
県
大
川
町
）

’
１
威
亨
堂
（
永
田
義
原
、
東
京
市
四
谷
）
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
」

「
ｌ
支
部
・
一
手
大
売
捌
，
Ｉ
－
Ｊ

一
屈
梶
ロ
膵
肌
〆
斗
が
山
司
盈
Ｍ
川
川
、

一
‐
８
９
１
０
１
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
０
日
Ⅱ
０
■
Ⅱ
０
，
１
９
Ⅱ
１
日
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｏ
Ⅱ
８
１
Ⅱ

館
主
・
館
長
（
高
松
保
郎

顧
問
（
松
本
順
）

』
匠
日
‐
、
妬
一
一

（
川
口
新
之
丞
）

11
ノーへ

11
ノーへ

｜｜
〆～へ

｜｜
〆～へ

千
葉
〉
十
ｌ
木
更
津
町
支
部
ｖ

（
磯
貝
吉
三
郎
）

－
１
武
射
・
山
辺
郡
特
約
販
売
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
↓

（
岸
本
与
七
）

ｖ

茨
城
〉
十
ｌ
茨
城
県
下
代
理
店
（
市
川
福
太
郎
）
‐
↓

栃
木
一
甘
蕊
両
悪
戦
瀞

群
馬
〉
‐
↑
ｌ
群
馬
県
下
〃
（
市
川
宮
次
）
ｌ
↓

葱
Ｔ
京
都
市
〃
（
秋
山
康
之
進
）

ユ

康
之
進
）
〈
北
海
道
〉
Ｖ

｜
重
・
岐
阜
・
滋
賀
・
福
井
〉
一
↓

堂
ヵ
）
’
１
↓

一
）
〈
熊
本
〉

大
川
町
）

一
、
東
京
市
四
谷
）
卜

↑
二
毛
フ
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ー

二
等
軍
医
正
）
（
下
略
、
傍
点
筆
者
）

（
躯
）

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
松
本
順
の
長
崎
医
学
伝
習
中
の
門
人
録
『
登
籍
人
名
小
記
』
と
、
そ
の
医
学
伝
習
に
参
加
し
た
入
沢

（
鈍
）

恭
平
に
よ
る
『
伝
習
所
門
録
』
を
見
た
と
こ
ろ
、
上
州
高
崎
出
身
の
「
長
三
石
」
の
名
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
判
断
す
る
と
、
張
秀
則
は
長

崎
医
学
伝
習
で
松
本
順
（
良
順
）
の
門
人
と
な
り
、
以
来
陸
軍
軍
医
部
に
共
に
出
仕
し
た
上
に
、
両
者
が
極
め
て
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と

（
妬
）

が
窺
え
る
。
松
本
順
の
大
磯
退
隠
後
に
両
者
の
住
所
が
同
一
で
あ
る
こ
と
や
、
両
者
の
墓
が
大
磯
町
妙
大
寺
に
お
い
て
並
ん
で
位
置
す
る
こ
と

を
も
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
薬
剤
長
へ
の
推
挙
は
、
松
本
順
が
張
秀
則
の
力
量
や
人
格
を
認
め
た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

（
妬
）

ま
た
、
祐
輔
の
一
人
安
川
栄
次
郎
の
名
は
、
日
本
橋
区
上
槇
町
の
売
薬
営
業
者
安
川
栄
次
郎
（
晃
栄
堂
）
と
同
姓
同
名
で
あ
る
こ
と
を
想
起

さ
せ
る
。
こ
の
安
川
晃
栄
堂
は
、
代
を
日
本
橋
に
住
い
、
明
治
五
年
に
売
薬
営
業
を
創
始
し
、
さ
ら
に
岸
田
吟
香
と
提
携
し
て
全
国
の
売
薬
の

（
訂
）
（
邪
）

卸
売
を
開
始
し
た
も
の
で
、
「
浅
井
万
金
菅
」
の
東
京
に
お
け
る
販
売
は
晃
栄
堂
が
そ
の
噴
矢
と
言
わ
れ
る
。
『
東
京
買
物
独
案
内
」
に
、
「
官

許
浅
井
万
金
育
」
「
本
家
売
弘
所
安
川
栄
次
郎
」
と
見
え
、
こ
れ
が
守
田
宝
丹
・
高
木
清
心
丹
等
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
新
聞

等
に
広
告
を
載
せ
て
販
売
拡
張
に
努
め
る
な
ど
、
著
名
か
つ
有
力
な
売
薬
営
業
者
で
あ
っ
た
。
晃
栄
堂
が
愛
生
館
に
関
与
し
た
と
す
る
広
告
は

（
聰
）

と
な
る
。
右
に
よ
り
、
館
長
と
顧
問
の
権
限
の
特
に
大
き
か
っ
た
こ
と
が
容
易
に
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
本
館
の
役
員
を
「
成
ル
ベ
ク
功
労

（
⑱
）

員
・
創
立
員
ノ
中
ヨ
リ
之
ヲ
取
ル
ベ
シ
」
と
定
め
て
い
る
。
功
労
員
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
規
定
し
た
史
料
は
管
見
に
な
い
が
、
創
立
員
は
愛
生

（
別
）

館
の
設
立
当
初
の
創
立
費
の
募
集
に
応
じ
て
出
資
し
た
者
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
者
及
び
役
員
個
之
の
人
名
を
ま
と
め
て
記
し
た
史
料
は
見

（
副
）

出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
〔
図
１
〕
に
示
し
た
人
名
の
承
が
判
明
し
て
い
る
。

薬
剤
長
の
張
秀
則
は
、
松
本
順
に
ょ
っ
、
て
推
挙
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
陸
軍
二
等
軍
医
正
従
六
位
勲
五
等
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
松
本
棟

一

薬
剤
長
の
張
秀
則
は
、
如

郎
の
談
に
着
目
す
る
と
、

薬
生
（
数
人
）

父
順
や
張
秀
則
（
三
石
）
が
後
年
陸
軍
軍
医
部
へ
出
勤
す
る
や
う
に
な
っ
て
か
ら
（
中
略
）
私
が
一
時
養
父
関
係
を
生
じ
た
張
秀
則
（
後
の

（
犯
）

東
京
に
お
け
る
販
売
は
晃
栄
堂
が
そ
の
噴
矢
と
言
わ
れ
る
。
『
東
京
買
物
独
案
内
」
に
、
「
官

と
見
え
、
こ
れ
が
守
田
宝
丹
・
高
木
清
心
丹
等
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
新
聞

著
名
か
つ
有
力
な
売
薬
営
業
者
で
あ
っ
た
。
晃
栄
堂
が
愛
生
館
に
関
与
し
た
と
す
る
広
告
は
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（
羽
）
（
日
本
橋
区
）

管
見
に
な
い
が
、
後
述
の
愛
生
館
の
請
売
人
名
簿
「
各
売
捌
諸
君
尊
名
左
一
こ
の
「
東
京
府
」
の
項
に
、
「
全
上
槇
町
安
川
晃
栄
堂
」
と
見

え
る
こ
と
か
ら
、
両
者
を
同
一
人
物
と
判
断
し
得
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
安
川
栄
次
郎
の
売
薬
営
業
者
と
し
て
の
経
験
・
意
見
が
館
業
に
活
か
さ

れ
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

（
釦
）

一
方
、
祐
輔
稲
津
済
に
つ
い
て
は
、
彼
と
親
交
の
あ
っ
た
儒
学
者
依
田
百
川
に
よ
る
『
南
洋
稲
津
君
墓
鵬
銘
』
が
そ
の
生
涯
の
概
略
を
伝
え

て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
こ
こ
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
彼
は
、
名
を
済
、
字
を
公
済
、
号
を
南
洋
と
称
し
た
。
日
向
国
妖
肥
藩
士
で

あ
っ
て
、
残
年
は
明
治
三
十
一
年
三
月
十
日
、
享
年
六
十
三
と
あ
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
生
年
は
天
保
七
年
で
あ
る
。
安
政
五
年
に
江
戸
の
儒

学
者
羽
倉
簡
堂
（
外
記
）
に
師
事
し
、
帰
藩
し
て
元
治
元
年
に
妖
肥
藩
の
藩
校
振
徳
堂
教
授
兼
軍
事
吟
味
役
、
翌
慶
応
元
年
に
練
兵
教
頭
と
な

っ
た
。
維
新
後
、
明
治
二
年
九
月
に
集
議
院
権
判
官
・
正
六
位
、
翌
明
治
三
年
四
月
に
弾
正
権
大
忠
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
早
く
帰
藩
し
、
明
治
四

年
に
妖
肥
藩
大
参
事
と
な
り
、
さ
ら
に
都
城
県
に
出
仕
す
る
身
と
な
っ
た
が
、
明
治
六
年
の
同
県
の
廃
県
に
伴
っ
て
辞
し
、
数
年
後
に
東
京
に

赴
い
て
い
る
。
明
治
十
九
年
に
東
京
神
谷
町
に
新
居
を
構
え
た
と
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
詩
文
を
善
く
し
た
人
物
で
あ
っ
て
、
百
川
と
の
親
交
の

絆
も
こ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
糠
慨
し
て
世
情
を
論
じ
、
大
声
疾
呼
す
る
と
四
壁
は
振
動
、
剣
を
抜
き
柱
を
斫
っ
て
人
を
驚
か
す
程
の

（
鉦
）

性
格
を
有
し
て
い
た
か
ら
、
義
父
の
冤
罪
に
自
ら
の
左
腕
を
断
っ
て
藩
主
に
無
実
を
訴
え
た
高
松
保
郎
と
は
、
い
か
に
も
意
気
投
合
す
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
彼
は
『
民
間
治
療
法
』
に
賊
文
を
寄
せ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
愛
生
館
と
の
具
体
的
な
関
与
は
未
詳
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
愛
生
館
本
館
は
、
館
主
高
松
保
郎
が
統
轄
・
館
業
拡
張
に
あ
た
り
、
松
本
順
が
質
の
上
で
こ
れ
を
掌
握
し
、
張
秀
則
が
実

地
に
お
け
る
薬
剤
の
管
理
を
行
っ
た
と
い
う
機
構
の
基
本
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
〔
図
１
〕
に
挙
げ
た
役
員
に
よ
っ
て
館
業
が
推
進
さ
れ
、

機
構
自
体
が
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
愛
生
館
と
宗
教
関
係
者

高
松
保
郎
が
宗
教
関
係
者
を
重
視
し
、
ま
た
彼
自
ら
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
館
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
助
力
を
求
め

済
に
つ
い
て
は
、
彼
と
親
交
の
あ
っ
た
儒
学
者
依
田
百
川
に
よ
る
『
南
洋
稲
津
君
墓
鵬
銘
』
が
そ
の
生
涯
の
概
略
を
伝
え

に
基
づ
い
て
、
こ
こ
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
彼
は
、
名
を
済
、
字
を
公
済
、
号
を
南
洋
と
称
し
た
。
日
向
国
妖
肥
藩
士
で

治
三
十
一
年
三
月
十
日
、
享
年
六
十
三
と
あ
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
生
年
は
天
保
七
年
で
あ
る
。
安
政
五
年
に
江
戸
の
儒

憩
に
師
事
し
、
帰
藩
し
て
元
治
元
年
に
妖
肥
藩
の
藩
校
振
徳
堂
教
授
兼
軍
事
吟
味
役
、
翌
慶
応
元
年
に
練
兵
教
頭
と
な

治
二
年
九
月
に
集
議
院
権
判
官
・
正
六
位
、
翌
明
治
三
年
四
月
に
弾
正
権
大
忠
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
早
く
帰
藩
し
、
明
治
四

と
な
り
、
さ
ら
に
都
城
県
に
出
仕
す
る
身
と
な
っ
た
が
、
明
治
六
年
の
同
県
の
廃
県
に
伴
っ
て
辞
し
、
数
年
後
に
東
京
に

十
九
年
に
東
京
神
谷
町
に
新
居
を
構
え
た
と
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
詩
文
を
善
く
し
た
人
物
で
あ
っ
て
、
百
川
と
の
親
交
の

そ
し
て
、
彼
は
、
糠
慨
し
て
世
情
を
論
じ
、
大
声
疾
呼
す
る
と
四
壁
は
振
動
、
剣
を
抜
き
柱
を
斫
っ
て
人
を
驚
か
す
程
の

（
鉦
）

か
ら
、
義
父
の
冤
罪
に
自
ら
の
左
腕
を
断
っ
て
藩
主
に
無
実
を
訴
え
た
高
松
保
郎
と
は
、
い
か
に
も
意
気
投
合
す
る
と
こ

せ
ら
れ
る
。
彼
は
『
民
間
治
療
法
』
に
賊
文
を
寄
せ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
愛
生
館
と
の
具
体
的
な
関
与
は
未
詳
で
あ
る
。

愛
生
館
本
館
は
、
館
主
高
松
保
郎
が
統
轄
・
館
業
拡
張
に
あ
た
り
、
松
本
順
が
質
の
上
で
こ
れ
を
掌
握
し
、
張
秀
則
が
実

管
理
を
行
っ
た
と
い
う
機
構
の
基
本
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
〔
図
１
〕
に
挙
げ
た
役
員
に
よ
っ
て
館
業
が
推
進
さ
れ
、
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尚
と
条
約
書
〈
各
教
共
同
断
二
御
座
候
間
、
左
二
御
承
知
可
被
下
候

（
釧
）

と
あ
る
。
館
の
運
営
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
、
「
条
約
害
」
を
交
わ
し
た
各
宗
派
が
「
説
明
書
」
と
共
に
館
業
保
護
を
各
部
衆
へ

「
諭
達
」
す
る
段
階
と
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
書
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
右
の
「
説
明
書
」
と
「
条
約
害
」
が
川
口
新
之
丞
宛
て
に
送

付
さ
れ
て
お
り
、
川
口
家
文
書
に
は
、
敬
神
教
・
実
行
教
・
大
社
教
・
大
成
教
の
四
教
派
の
『
条
約
書
』
（
写
）
が
見
え
、
後
者
の
二
教
派
は

「
諭
達
」
害
の
文
案
も
合
綴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
明
治
二
十
一
年
七
月
と
あ
り
、
「
別
紙
之
通
り
相
調
候
」
と
あ
る
か
ら
、
条
約
が

結
ば
れ
た
直
後
に
高
松
が
川
口
新
之
丞
宛
て
に
急
送
し
た
も
の
と
わ
か
る
。
『
条
約
書
』
の
内
容
は
、
「
各
教
共
同
断
一
一
御
座
候
」
と
あ
る
が
、

き
、
『
愛
生
館
規
約
』
に
も
、

第
三
条
本
館
ノ
薬
剤

と
の
一
箇
条
を
設
け
て
い
る

現
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
犯
）

た
こ
と
は
前
掲
の
史
料
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
松
自
身
．
種
特
別
な
る
仕
方
」
と
言
う
が
如
く
、
独
特
な
方
法
と
言
う
こ
と
が
で

８４

（
銘
）

愛
生
館
の
設
立
当
初
、
高
松
が
理
解
者
川
口
新
之
丞
（
愛
生
館
第
一
支
部
雷
鳴
堂
主
人
と
な
る
）
に
宛
て
た
書
状
を
見
る
と
、

爾
来
猛
暑
之
候
一
一
罷
向
候
得
共
、
益
御
甚
健
拝
賀
之
至
一
一
御
座
候

扱
社
業
も
日
と
好
都
合
之
運
二
至
候
義
、
御
安
意
可
被
下
候
、
既
二
進
書
中
御
噂
申
置
候
諸
教
之
条
約
も
、
別
紙
之
通
り
相
調
候
二
付
テ

ハ
、
今
般
別
通
説
明
言
ヲ
添
へ
、
各
部
衆
へ
諭
達
可
相
成
事
一
一
御
座
候
間
、
是
ヨ
リ
引
続
実
際
之
事
務
二
可
相
掛
気
運
一
一
罷
向
候
条
、
尚

追
と
御
報
申
上
候
様
可
仕
候
（
中
略
）

（
新
之
丞
）

川
口
恩
兄
硯
北

三
条
本
館
ノ
薬
剤
ヲ
発
売
ス
ル
方
法
〈
、
全
国
ノ
神
職
僧
侶
教
導
職
及
上
売
薬
店
二
特
約
シ
テ
、
之
ヵ
弘
布
ヲ
為
ス
可
ト
ス

箇
条
を
設
け
て
い
る
。
即
ち
、
館
業
拡
張
の
面
と
各
為
の
宗
派
の
布
教
の
面
に
お
い
て
、
両
者
に
有
益
で
あ
る
と
の
高
松
の
判
断
を
実

（
明
治
二
十
一
年
）

七
月
十
三
日

高
松
拝

（48）



。
愛
生
館
の
説
明
書
に
各
灸
の
教
管
長
に
よ
る
諭
達
書
を
添
え
て
各
教
ご
と
に
部
内
に
通
達
す
る
（
費
用
は
愛
生
館
が
負
担
す
る
）
・

○
諭
達
書
の
配
布
数
は
、
敬
神
教
二
万
枚
、
実
行
教
五
万
一
千
枚
、
大
社
教
三
千
枚
、
大
成
教
一
万
枚
と
す
る
。

。
各
教
派
内
で
売
薬
請
売
を
行
う
者
に
、
愛
生
館
は
売
上
高
の
二
割
を
手
数
料
と
し
て
各
点
に
交
付
し
、
二
割
を
布
教
費
と
し
て
教
派

ご
と
に
納
め
る
（
大
成
教
に
つ
い
て
は
こ
の
条
項
は
な
じ
。，

（
弱
）

等
の
如
く
、
基
本
は
同
じ
な
が
ら
個
々
を
見
る
と
多
少
の
差
異
が
あ
る
。
ま
た
、
大
社
教
と
大
成
教
の
諭
達
書
文
案
に
お
い
て
、
愛
生
館
の
館

（
妬
）

業
が
民
間
医
療
と
布
教
の
両
面
に
有
益
で
あ
っ
て
館
業
保
護
を
進
言
す
る
旨
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
高
松
保
郎
自
ら
の
．
種
特
別

な
る
仕
方
」
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
高
松
保
郎
の
編
ん
だ
『
愛
生
帖
』
は
、
『
民
間
治
療
法
』
の
刊
行
の
際
に
各
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
題
字
・
序
文
・
賊
文
等
を
集
め
て

一
冊
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
松
宮
彰
仁
・
三
条
実
美
・
佐
野
常
民
ら
と
共
に
、
実
行
教
・
御
嶽
教
・
神
習
教
・
大
成
教
及
び
浄
土
真
宗
大

谷
派
・
高
田
派
等
の
指
導
者
に
よ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
、
「
条
約
書
』
の
見
出
さ
れ
て
い
な
い
宗
派
も
、
〔
図
１
〕
で
は
単

に
実
線
で
示
し
た
が
、
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
た
も
の
と
判
断
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
も
浄
土
真
宗
系
の
仏
教
と
教
派
神
道
に
属
し
、
民
衆
宗

教
と
し
て
の
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
宗
派
の
選
択
は
高
松
の
意
に
任
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

尚
、
こ
れ
ら
の
宗
派
に
対
す
る
売
捌
き
等
を
具
体
的
に
把
握
で
き
る
史
料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
『
民
間
治
療
法
』
を
実
行
教
会
へ
二
万

（
銘
）

部
、
他
の
神
仏
各
宗
派
及
び
各
府
県
大
販
売
所
へ
十
二
万
部
、
そ
れ
ぞ
れ
売
渡
し
た
と
す
る
新
聞
広
告
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
数
値
を
裏
付
け

る
史
料
は
管
見
に
な
い
。
こ
う
し
た
宗
教
関
係
者
が
、
愛
生
館
に
い
か
に
寄
与
し
得
た
か
が
、
今
後
の
検
討
の
課
題
と
言
え
よ
う
。
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